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近
年
、
過
去
の
わ
だ
か
ま
り
を
捨
て
、
徐
々
に
韓
国
と
日
本
の

文
化
交
流
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

韓
国
で
は
日
本
の
植
民
地
政
策
へ
の
反
感
も
あ
り
、
戦
前
の
日
本

人
の
業
績
が
評
価
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
今
回
我
々
は
、
今

日
の
日
韓
両
国
の
伝
統
医
学
、
生
薬
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
杉
原
徳
行
（
元
岐
阜
大
学
薬
理
学
教
授
）
の
功
績
に
つ
い
て
調
査

し
た
。
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
と
言
函
○
か
ら
天
然
物
研
究
セ
ン
タ
ー

と
し
て
指
定
さ
れ
、
国
際
協
力
研
究
な
ど
様
々
な
活
動
が
な
さ
れ

て
い
る
ソ
ウ
ル
大
学
天
然
物
研
究
所
で
は
、
１
９
９
９
年
皿
月
創

設
帥
周
年
を
迎
え
た
が
、
出
席
者
の
中
で
初
代
所
長
で
あ
っ
た
杉

原
に
つ
い
て
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
杉
原
は
１
９
２
６
年
（
大
正

巧
年
）
に
京
城
帝
国
大
学
の
薬
理
学
第
２
講
座
担
任
教
授
と
な
っ

て
以
来
、
１
９
４
６
年
に
教
授
退
官
ま
で
約
皿
年
間
韓
国
の
生
薬

48

日
韓
医
学
交
流
史

杉
原
徳
行
の
業
績
と
評
価

渡
辺
晴
香
・
金
善
眠
・
丁
宗
鉄

研
究
と
行
政
に
指
導
的
役
割
り
を
果
た
し
た
。
そ
の
間
、
朝
鮮
総

督
府
の
委
託
を
受
け
、
医
学
部
付
属
の
生
薬
研
究
所
（
現
ソ
ウ
ル

大
学
天
然
物
研
究
所
）
創
設
な
ど
の
業
績
を
残
し
た
。
生
薬
研
究

所
は
そ
の
後
薬
学
部
に
移
管
さ
れ
た
が
、
場
所
は
そ
の
ま
ま
医
学

部
病
院
内
に
残
り
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
杉
原
徳
行
は
、
島
根

の
出
身
で
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
に
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学

を
卒
業
し
た
後
、
１
９
２
３
年
に
朝
鮮
総
督
府
京
城
医
学
専
門
学

校
に
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
こ
の
間
２
年
間
欧
米
留
学
を
し
た

後
、
１
９
２
６
年
（
大
正
賜
年
）
京
城
帝
国
大
薬
理
学
教
授
に
就
任

し
た
。
杉
原
は
石
戸
谷
勉
氏
と
共
に
朝
鮮
半
島
の
漢
薬
に
つ
い
て

調
査
を
始
め
、
１
９
２
８
年
に
朝
鮮
総
督
府
よ
り
薬
用
人
参
に
関

す
る
調
査
委
託
を
皮
切
り
に
朝
鮮
半
島
か
ら
旧
満
州
に
か
け
て
の

漢
薬
の
調
査
研
究
を
手
掛
け
た
。
１
９
３
５
年
６
月
、
ま
た
総
督

府
よ
り
生
薬
研
究
所
の
創
設
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
、
１
９

３
７
年
京
城
帝
大
附
属
生
薬
研
究
所
を
設
立
し
、
次
い
で
開
城
市

に
、
京
城
帝
国
大
学
附
属
と
し
て
生
薬
研
究
所
が
開
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
済
州
島
に
も
薬
草
栽
培
所
を
開
設
し
た
。
開
城
市
の
生
薬

研
究
所
で
の
研
究
対
象
は
主
に
薬
用
人
参
が
中
心
で
あ
っ
た
。
済

州
島
の
薬
草
園
は
そ
の
後
済
州
農
科
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
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る
。
現
在
も
ま
だ
天
然
物
研
究
所
に
は
、
生
薬
標
本
が
約
１
５
０

０
０
点
〃
石
戸
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〃
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
標
本
は
朝
鮮
半
島
お
よ
び
中
国
、
満
州
の
漢
薬

資
源
の
調
査
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
集
大
成
し
、

〃
○
田
ｚ
固
の
両
国
罰
○
の
両
ｚ
〃
と
し
て
出
版
さ
れ
、
漢
方
薬
を
常
用

す
る
韓
国
、
中
国
、
日
本
の
漢
方
薬
標
本
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

敗
戦
時
と
朝
鮮
戦
争
の
際
に
日
本
人
に
関
連
す
る
資
料
な
ど
の
大

半
が
廃
棄
、
没
収
さ
れ
た
為
、
韓
国
内
に
は
杉
原
に
関
す
る
資
料

は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
杉
原
の
門
下
生
（
戦
後
初
の
ソ

ウ
ル
大
学
天
然
物
研
究
所
の
所
長
）
ら
に
よ
っ
て
上
記
の
生
薬
標
本

は
必
死
の
努
力
の
も
と
に
現
存
さ
れ
た
。
杉
原
徳
行
は
敗
戦
後
、

帰
国
し
、
１
９
５
１
年
に
岐
阜
県
立
大
学
医
学
部
長
と
し
て
、
同

大
学
の
創
設
に
努
め
、
約
叩
年
間
薬
理
学
教
授
と
し
て
さ
ら
に
漢

薬
を
中
心
に
研
究
を
続
け
た
。
１
９
６
２
年
に
韓
国
薬
理
学
会
に

招
待
さ
れ
渡
韓
し
た
際
、
京
城
大
学
時
代
の
教
え
子
達
に
よ
っ
て

大
い
に
歓
迎
を
受
け
た
。
今
回
、
朝
鮮
時
代
の
杉
原
を
知
る
、
ソ

ウ
ル
大
学
天
然
物
研
究
所
の
元
所
長
等
よ
り
、
杉
原
の
功
績
に
つ

い
て
、
再
確
認
し
た
。
杉
原
を
め
ぐ
り
、
困
難
な
時
代
を
乗
り
越

え
て
き
た
日
韓
両
国
の
研
究
者
た
ち
の
医
学
、
薬
学
に
お
け
る
系

譜
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。（

東
京
大
学
医
学
部
生
体
防
御
機
能
学
講
座
）


